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7月 17日（金）の 1時間目に「令和 8年度 1学期終業式」を

行いました。式の中では、小学部 5年 A組、同 5年 B組、中学部 2

年生の代表児童生徒 3名が「1学期を振り返って」という題で発表

しました。それぞれの言葉で、1 学期の成果や自身の成長、そして今

後の抱負を堂々と述べる姿が見られました。 

また、発表者の中には、この日が本校での最後の登校（帰国によ

る退学）となる生徒もおり、これまでの思い出と感

謝が詰まった、心のこもった発表となりました。 

学期の終わりという大きな節目を迎えました。それ

と同時に、本日を最後に本校を離れる児童生徒、そし

て英会話の先生との別れの時でもあります。出入りの

激しい学校ではありますが、同じ時期に、同じ空気を

吸って共に過ごした絆は変わりません。本校での思い

出を、心の拠り所として大切に持ち続けてほしいと思います。これから歩む新しい道でも、ここで身に付けた

力を信じて、自分らしく輝いてください。皆さんの素晴らしい未来を、ずっと応援しています。 

１学期終業式 「１学期を振り返って」 

校長のつぶやき 

７月 17日（金）の第１学期終業式における「式辞」の内容は前号で 

お伝えした通りですが、その中で上映した「オメガングでの『よさこいソーラン』披露」

の動画は、全校生徒の心に深く響いたようでした。実は私自身も、改めてその動画を目に

して感動を覚えました。もちろん、BGMや観客の拍手、効果的な照明など、その日その

場所で見た「生の演技」の迫力には及びません。しかし、終業式で流したノーカットの動

画からも、生徒たちの「一生懸命さ」が十分に伝わってきました。私はその場で式辞の一

部を変更し、子どもたちにこう語りかけました。「一生懸命、全力で取り組む姿こそが人

の心を動かすんだよ」「中学生だから立派なのではなく、このように一生懸命になれるか

らこそ中学生は立派なんだよ」と。 

ひたむきに踊る生徒たちの姿に、私自身も管理職としての原点を振り返りました。かつ

て上司から「皆さんが頭を下げるのは、あなたではなく役職という椅子に対してだ」と諭

されたことがあります。校長という立場に依拠するのではなく、生徒たちの姿勢を見習

い、誠実な姿勢で職員や児童生徒の心を動かせる教育者でありたいと、改めて強く心に誓

いました。 

新天地でも頑張ってください！ 


